
２００６　K１３ 大 雪 山（２２９０ｍ） 十 勝 岳（２０７７m) ２００６．7．8～７．10 甲田　栄作

 1.概要 　 　

    ◎大雪山=大雪山は特定の山を指すものではなく､道内で最高峰の旭岳をは

   じめとする多数のピークの総称である。広義には旭岳からﾄﾑﾗｳｼまで、狭義

   　 には旭岳から黒岳周辺を言う。黒岳、旭岳のｱﾌﾟﾛｰﾁにはﾛｰﾌﾟｳｪｲが出来て

　 登り易くなったが、登山道を踏み外せば原始林が広がり、ヒグマのうろつく野

　 　 生地域である。但し、花の季節には多種多様な高山植物が咲き乱れ、北海

　 　 道を代表するにふさわしい山と言える。

◎十勝岳=十勝連峰の中心であるこの山はたびたび大爆発を起こし､山麓の

町村に多大な被害を与ええている。山域全体の特徴としては未だ火山性が

強く、お花畑は少なく、特に十勝岳付近は火山灰に覆われ、荒涼とした感

じが強い。頂上からは大雪方面など一望できるが、白い噴煙が足元から立

ち昇り、硫黄臭が鼻をつき活火山らしい。この山は噴火のたびに地形が変

  　　　　 大雪山(旭岳）[上]　　十勝岳[下] 化し、登山道が変わるという。

2.登山ルート
・大雪山＝黒岳へは層雲峡からロープウェイが開通しており便利が良い。また旭岳へは旭岳温泉よりロープウェイが通じており

登り易い。これにより両山の縦走も容易になった。更に白雲岳を経てトムラウシ方面へも縦走路が延びている。

・十勝岳=入山は山麓の白金温泉からが一般的で、直接十勝岳へ突き上げる登山道がある。また十勝岳温泉からも稜線を経由

　して登れる。更に十勝岳からは富良野岳へ、また美瑛岳を経由してトムラウシ方面へも縦走路が続いている。

3.本ツアーのコースと所要時間 　
・大雪山=層雲峡≪ﾛｰﾌﾟｳｪｲ=30分≫七合目≪ｼﾞｸﾞｻﾞｸﾞの急坂=90分≫黒岳（1984m)≪平坦な道とｱｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ =120分≫

　　北鎮岳（2244m)≪お鉢歩き=70分≫間宮岳(2185m)≪砂礫の急坂=80分≫旭岳(2290m)≪砂礫の下り=80分≫すがたみ

・十勝岳=十勝岳温泉≪緩やかな登り=70分≫上ホロ分岐≪階段状の急坂=80分≫上富良野岳（1893m)≪稜線の登り=120分≫

　　十勝岳（2077m)≪砂礫の急な下り=80分≫雲ノ平分岐≪緩やかな下り=50分≫展望台

◎所要時間　1日目約８時間　　２日目約７時間　　　　　但し、メンバー、天候条件により変わります。　　　　

4.周辺地図
　　　　←十勝岳地図 ↓大雪山地図

　

 　

　 　

　

  　

　 　

 


